
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日光市を第二の夕張にするな！市政にコスト感覚を。ムダを省き福祉・教育の充実を！
河村たかし名古屋市長は昨年７月に市長退職金４,２２０万円を全廃し、報酬も年８００万円に引き下げました。 

「合併しないとやってけない！」と言って合併した新日光市なのに議員、市長などの報酬（市民のみなさまの税金）は高い方に引

き上げ。４年間、なんの結論も出せない慣れ合い日光市議会。合併した今こそ、副町長まで便所掃除する矢祭改革に学ぼう！ 
 

いなば 

税金のムダ使いは
許さない！ 

卓夫 
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なくそう！ 
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①議員・市長・副市長の報酬を大幅に削減し、福祉・教育の充実に充

てます。副市長を一人にし、市長・副市長・議員の報酬を旧日光市
並みにしていれば、4 年間で約２億７０００万円の節約ができ、福
祉や教育の充実に使えたのです。選挙で選ばれていない副市長の一
期４年の報酬は４,６0２万円。退職金はなんと１,００３万円、合わ
せて５,６０５万円。民間では考えられない額です。年収６００万円の
公務員の時給は３,１００円です。日給約２５,０００円です。日光市長は
年収１,４７４万円、時給約 8,0００円、日給は約６4,０００円です。 

（一日８時間労働として。退職金含む）退職金は一期４年で２,１１２万円です。  
②市民が傍聴できる移動議会の開催と市民がつける議員・市長の通信簿。 

③「観光日光」の振興と日光に合った企業を誘致し、市民の働く場の創出に

努めます。 

④新潟県中越地震でも大活躍したコミュニティ・ラジオ。「ＦＭ日光」をつく

り、みんなで日光の夢と未来を語り、一体感のある日光を築きます。災害時

に防災無線がない今市地区などの全域にも災害情報を伝達できます。 

 

あくまで 

無党派 、
市民党！ 


